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　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎㉒2111（内線234）

総人口　44,030 人
　男　　20,063 人
　女　　23,967 人
世帯数　19,143 戸

※今月から、平成22年10月１日に実施した国勢
調査鹿児島県確報値（平成23年10月26日発表）
を基に掲載します。

11 月１日現在

人 の う ご き

　11月５日・６日、山川文化ホールで「沖縄・鹿児
島文化交流祭」が開催され、指宿や奄美、沖縄の子
どもたちによる郷土芸能や琉球舞踊などが披露され
ました。２日目には、沖縄エイサー太鼓と山川ツマ
ベニ少年太鼓が夢の共演。体全体で演奏する両太鼓
のメンバーに、大きな拍手が送られました。

文 化交流で絆
きずな

深まる
沖縄・鹿児島文化交流祭を開催

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域
12月１日～４日 ㈱岩野建設　 ☎㉓3302
　　　　　　　　　　（夜・休☎㉔3538）
　　 ５日～11日 中村設備　　 ☎㉒3013
　　 12日～18日 ㈲山王水道工事店☎㉔3557
　　 19日～25日 ㈲和田水道　 ☎㉒4522
　　 26日～27日 ㈱西園組　　 ☎㉕2517
　　 28日  ㈱九水　　　 ☎㉕5773
　　　　　　　　　　　　（夜☎㉒6603）
　　 29日  ㈱福尚　　　 ☎㉒4529
　　 30日  ㈱後迫組　　 ☎㉕3111
　　 31日  ㈲指宿工業所 ☎㉒3530
　　　　　　　　　　　　（夜☎㉒5182）
１月１日  ㈲指宿徳永組 ☎㉒4091
　　　　　　　　　　　　（夜☎㉓2190）
　　 ２日  ㈲和田水道　 ☎㉒4522
　　 ３日  ㈱出口組　　 ☎㉖2105
　　　　　　　　　　　　（夜☎㉖2165）
山川地域
12月  ㈱福ヶ迫建設 ☎㉞1822
１月１日～15日 西設備　　　 ☎㉞1176
開聞地域
12月  永吉建設㈱　 ☎㉜3181
１月  ㈱丸新建設　 ☎㉜2227

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレ
の詰まり等は、なじみの工事店にお願いして
ください。

税の種類 期　　別
固定資産税・都市計画税 ４期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

６期

口 座 振 替 日 12月26日(月)
納 付書での納期限 12月26日(月)

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色　外科・内科：赤色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

医療機関名（診療科） 電話番号

12月４日（日）【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】大重内科

☎㉒2231
☎㉞1003

12月11日（日）【外科】指宿脳神経外科
【内科】宮薗病院（※）

☎㉗1177
☎㉜2001

12月18日（日）【外科】池田診療所
【内科】小吉胃腸科クリニック（※）

☎㉖2101
☎㉔2011

12月23日（金）【外科】今林整形外科病院
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉒2710
☎㉟0101

12月25日（日）【外科・内科】指宿鮫島病院 ☎㉒3079

12月29日（木）【外科】生駒外科医院
【内科】福元医院（※）

☎㉒3059
☎㉒3053

12月30日（金）【外科】田畑クリニック（※）
【内科】上村内科クリニック

☎㉔5131
☎㉒5033

12月31日（土）【外科】今林整形外科病院
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉒2710
☎㉒3295

１月１日（日）【外科・内科】国立病院機構指宿病院 ☎㉒2231
１月２日（月）【外科・内科】指宿鮫島病院 ☎㉒3079

１月３日（火）【外科】木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック
【内科】伊藤記念病院

☎㉓3940
☎㉔4466

薬局名 電話番号

12月４日（日） 指宿薬剤師会薬局
まどか薬局

☎㉒6343
☎㉟2120

12月11日（日） かいもんトミタ薬局
なのはな薬局

☎㉜5234
☎㉔1111

12月18日（日） ケーアイ調剤薬局 ☎㉗1152
12月23日（金） ゆのさと薬局 ☎㉒6771
12月25日（日） 三愛調剤薬局 ☎㉔4715
12月29日（木） ハート薬局

チェリー調剤薬局
☎㉓2377
☎㉔3705

12月30日（金） 南九州薬局指宿店 ☎㉓4689
12月31日（土） わたせ薬局 ☎㉒4739
１月１日（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343
１月２日（月） 三愛調剤薬局 ☎㉔4715
１月３日（火） イブスキ薬局 ☎㉔4516

歯科医療機関名 電話番号
12月30日（金） 大津歯科医院 ☎㉓4155
12月31日（土） なのはな歯科医院 ☎㉕4000
１月１日（日） いぶすき歯科医院 ☎㉕5050
１月２日（月） むこよし歯科医院 ☎㉔3151
１月３日（火） そのだ歯科医院 ☎㉒3561

※かかりつけ歯科医が不在のときは、当番歯科医を利用してください。
※通常の日曜・祝日は、かかりつけ歯科医もしくは県歯科医師会館
　口腔保健センター（☎099-223-0378）を利用してください。

長期休日当番歯科医（診療時間９時～12時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

月日

月日

月日

項目

項目

項目

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

主な記事
　Ｐ ２～Ｐ３……この１年を振り返る
　Ｐ ４～Ｐ５……指宿温泉祭フォト
　Ｐ ６～Ｐ７……障害者週間
　Ｐ ８……………地球温暖化防止月間
　Ｐ ９……………年末年始のごみ収集
　Ｐ13～Ｐ19……まちの話題
　Ｐ20～Ｐ23……情報掲示板
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山川みなと祭り トライアスロン大会 アロハ宣言セレモニー
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ナイトバザール「遊んど市」 開聞そうめん夏祭り シルバー美術展

いぶ好き夏祭

アロハ献血

フェリーなんきゅうが就航

道の駅に登録された活お海道

いぶすき子ども映画祭

指商デパート

いぶすき菜の花マラソン大会

「いぶたま」が運行開始

華やかなフラフェスティバル

龍宮神社の拝殿が完成

１月　○第30回いぶすき菜の花マラソン大会（９日）
　　　○メディポリス指宿でがん粒子線治療開始（11日）
　　　○第19回いぶすき菜の花マーチ（22・23日）
　　　■霧島連山の新燃岳が52年ぶりに爆発的噴火（27日）
２月　○サッカーＪ１の浦和レッドダイヤモンズが合宿（８～15日）
　　　○県下一周駅伝に市単独チームで出場（19～23日）
　　　■ニュージーランドでマグニチュード6.3の地震が発生（22日）
３月　○山川－根占航路が暫定運航で再開（１日）
　　　○第３回バロンピック（６日）
　　　■東日本大震災が発生（11日）
　　　■九州新幹線鹿児島ルート全線
　　　　開業（12日）
　　　○観光特急列車「指宿のたまて
　　　　箱」運行開始（13日）
　　　○比島戦没者慰霊祭（27日）

８月　○人吉市と災害時応援協定を締結（１日）
　　　○アロハ献血（３～５日）
　　　○いぶすきシルバー美術展（７～21日）
　　　○山川－根占航路が新造船「フェリーなんきゅう」による本格　
　　　　運航を再開（10日）
　　　○第43回開聞そうめん夏祭り（12日）
　　　○ロックハンプトン市へ海外派遣事業（16～27日）
　　　○ナイトバザール「遊んど市」（27日）
　　　■なでしこジャパンに国民栄誉賞（18日）
　　　○第２回いぶ好き夏祭（20・21日）
　　　○「いぶすき山川港特産市場活

い

お海道」が道の駅に登録（25日）
９月　■野田内閣が発足（２日）
　　　○市総合防災訓練（４日）
　　　○開聞郷土芸能祭（４日）
　　　○さつま鰹

かつお

節産地入札即売会（16日）

10月　○いぶすき子ども映画祭（８日）
　　　○第１回砂むしカップビーチバレー大会（16日）
　　　○千歳市と災害時応援協定を締結（21日）
　　　○第64回指宿温泉祭（22・23日）
　　　○ＪＡＸＡタウンミーティング（29日）
　　　○第６回指宿市民体育祭（30日）
11月　○国際交流シンポジウム（３日）
　　　○沖縄・鹿児島文化交流祭（５・６日）
　　　○第22回指商デパート（６日）
　　　○南薩地域植樹祭（12日）
　　　○いぶすきマルシェ（13日）
　　　○第10回いぶすきふれ愛フェスタ（20日）
12月　○第26回いぶすき産業まつり（３・４日）
　　　○イブの夜にスキ焼き（24日）
　　　○千歳市で青少年相互交流事業（24～27日）

４月　○サッカーＪ１の柏レイソルが初合宿（４～16日）
　　　○第14回九州オールドカーフェスタin指宿かいもん（17日）
　　　○第４回アロハ宣言セレモニー＆アロハウオーク（29日）
５月　○いぶすきマルシェ（８日）
　　　○第25回指宿トライアスロン大会スポーツフェスタ（14・15日）
　　　○第８回いぶすきフラフェスティバル（20～22日）
６月　○第78回山川みなと祭り（５日）
　　　○龍宮神社拝殿落成式（26日）
７月　○第10回健康フェスティバル（２日）
　　　■サッカー女子ワールドカップドイツ大会で日本（なでしこジ
　　　　ャパン）が初優勝（18日）
　　　■東北３県を除き地上デジタルテレビ放送へ移行（24日）
　　　○人吉市と子ども会交歓会（27・28日）
　　　○市内で千歳市青少年相互交流事業（30日～８月２日）
　　　■タイで大洪水発生（下旬）

グラフいぶすき2011
  ～この１年を振り返る～
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～この１年を振り返る～
グラフいぶすき 2011

　2011年は、東日本大震災をはじめ、ニュージーランドの地震やタイの大洪水な
ど、世界的に大規模な自然災害が発生した１年でした。
　本市においては、義援金や支援金をはじめ、イベント等での募金活動により被災
地を支援し、１日も早い復興に向けてエールを送りました。

東日本大震災被災地の様子
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沖縄・鹿児島文化交流祭 がん粒子線治療センター



気合十分、さあ祭だ

猿
さるたひこのみこと

田彦命が踊り連に初登場

髙𥔎あけみさん（迫中出身）の歌謡ショー

お笑いコンビ・ビューティーメーカーの掛け合い

踊り連注目の的「いぶたま」パフォーマンス粋で美しい女衆のみこし巡行が祭を盛り上げる

郡上おどり連の皆さんも一緒に

湯権現神社には温泉開基鎮護の神を祀
まつ

る会場を盛り上げる湯豊太鼓未来の菜の花レディ？

第５代いぶすき花の女王の３人
１年間お疲れさまでした

ハンヤ踊りに大勢の市民が参加

１年間よろしくお願いします

初代いぶすき菜の花レディ

ゆ
れ
る
提ち

ょ
う
ち
ん灯
、
浴
衣
の
影

　
　
響
く
手
拍
子
、
心
お
ど
る
夢
一
夜

第
64
回

指
宿
温
泉
祭

　

祭
は
、
湯
権
現
神
社
で
の
祭
典
に
始
ま
り
、
神
社
か
ら
担
ぎ
出
さ
れ
た
神み

こ

し輿
が
市
内

を
巡
行
す
る
な
か
、
メ
ー
ン
会
場
で
は
、
初
代
い
ぶ
す
き
菜
の
花
レ
デ
ィ
の
初
披
露
や

姉
妹
・
友
好
都
市
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
ハ
ン
ヤ
踊
り
に

は
、
岐
阜
県
郡ぐ

じ
ょ
う上
市
か
ら
郡
上
お
ど
り
連
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、
33
連
約
１
，
２
０
０

人
が
浴
衣
や
法
被
姿
で
に
ぎ
や
か
に
踊
り
ま
し
た
。
祭
初
日
の
最
後
は
、
指
宿
港
内
の

３
カ
所
か
ら
同
時
に
打
ち
上
が
る
パ
ノ
ラ
マ
花
火
が
指
宿
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
温
泉
歴
史
講
話
会
や
ご
当
地
グ
ル
メ
で
競
い
合
う
「
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ

リ
」
な
ど
の
催
し
を
は
じ
め
、
メ
ー
ン
会
場
で
は
笑
い
や
拍
手
で
包
む
多
彩
な
ス
テ
ー

ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

写真左から椎原みさと（宮ヶ浜）さん、有村春
香（宮ヶ浜）さん、内野麻衣（大園原）さん

　

第
64
回
指
宿
温
泉
祭
が
、
10
月
22
日(

土)

・
23
日(

日)

の
２
日
間
、
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
指
宿
周
辺
で
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

温泉歴史講話に多くの参加者

美
お い

味しいＳ１グルメを堪能中
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国
は
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
壁
を
取
り
除
き
、
社
会
参
加
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
が
抱

え
る
問
題
な
ど
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
、
12
月
９
日
を
「
障
害
者
の

日
」、ま
た
、
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の

１
週
間
を
「
障
害
者
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

し
、
障
害
の
あ
る
人
の
問
題
は
み
ん
な
の

問
題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
て
、
だ
れ

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
良
い
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

身
体
障
害
者
手
帳

　

視
覚
や
聴
覚
、
平
衡
機
能
、
音
声
、
言

語
機
能
、
そ
し
ゃ
く
機
能
、
肢
体
不
自
由
、

身
体
内
部
（
心
臓
・
腎
臓
・
肝
臓
・
呼
吸

器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
）
な

ど
に
障
害
が
あ
る
人
は
、
申
請
す
る
こ
と

で
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

療
育
手
帳

　

中
央
児
童
相
談
所
、
ま
た
は
知
的
障
害

者
更
生
相
談
所
で
知
的
障
害
で
あ
る
と
判

定
さ
れ
た
人
に
対
し
、
療
育
手
帳
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

一
定
の
精
神
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
手
帳
で
、
自
立
し
た
生
活
や

社
会
参
加
の
た
め
の
各
種
支
援
・
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　

資
格
の
認
定
と
受
給
資
格
者
証
の
交
付

を
受
け
た
上
で
、
各
種
健
康
保
険
で
認
め

ら
れ
た
医
療
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担

金
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
に
は
、
医
療
機
関
の
証
明
な
ど
が

必
要
で
す
。

対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
ま
た
は
２
級

の
所
持
者

○
判
定
機
関
で
知
能
指
数
が
35
以
下
（
療

育
手
帳
の
Ａ
１
、
Ａ
２
の
所
持
者
）
と

判
定
さ
れ
た
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
３
級
を
有
し
、
か

つ
判
定
機
関
で
知
能
指
数
が
50
以
下（
療

　

育
手
帳
の
Ｂ
１
の
所
持
者
）
と
判
定
さ

れ
た
人

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
満
20
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
象
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
た
と
き

○
障
害
を
支
給
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を

　

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

　

重
度
の
障
害
が
あ
る
在
宅
者
で
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
に
特
別
な
介
護
を
必
要

と
す
る
人
に
対
し
、
所
得
保
障
の
一
環
と

し
て
、
自
立
と
生
活
の
基
盤
を
確
立
す
る

た
め
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
が
一
定
の
額
を
超
え
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
表
）

　

在
宅
で
訪
問
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
と
、

通
所
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て
利
用
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
の
１
割
は
、
原

則
と
し
て
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
上
限
額
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
と
負
担
上
限
月
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

※
介
護
給
付

　

障
害
程
度
が
一
定
以
上
の
人
に
対
し
、

生
活
上
ま
た
は
療
養
上
、
必
要
な
介
護

を
行
い
ま
す
（
障
害
程
度
区
分
の
認
定

が
必
要
で
す
）。

※
訓
練
等
給
付

身
体
的
ま
た
は
社
会
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
や
就
労
に
つ
な
が
る
支
援
を

行
い
ま
す
。

補
装
具
費
の
支
給

　

事
前
の
申
請
に
よ
り
必
要
と
認
め
ら
れ

る
と
、
車
い
す
や
義
肢
、
補
聴
器
等
、
対

象
と
な
る
補
装
具
の
購
入
や
修
理
に
か
か

る
費
用
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
原
則
と
し
て
、

１
割
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
所
得
に

応
じ
て
一
定
の
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業

　

地
域
や
利
用
者
の
実
情
に
応
じ
、
障
害

の
あ
る
人
の
地
域
生
活
を
支
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
相
談
支
援
事
業
（
左
囲
み
参
照
）

○
日
常
生
活
用
具
の
給
付
（
ス
ト
マ
用
装

具
・
盲
人
用
時
計
・
入
浴
補
助
用
具
等
）

○
移
動
支
援
事
業
（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
）

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
（
手

話
通
訳
派
遣
等
）

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
創
作

活
動
・
生
産
活
動
・
社
会
交
流
の
場
の

提
供
）

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　

心
身
障
害
者
の
保
護
者
の
相
互
扶
助
の

精
神
に
基
づ
き
、
保
護
者
が
生
存
中
掛
金

を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
が
死

亡
し
た
場
合
な
ど
に
障
害
者
に
終
身
年
金

を
支
給
す
る
任
意
の
制
度
で
す
。

そ
の
他

　

障
害
の
あ
る
人
に
対
し
、
手
帳
の
種
類

や
等
級
に
応
じ
て
、
次
の
割
引
や
免
除
な

ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
の
旅
客
運
賃
割
引

○
航
空
運
賃
割
引

○
有
料
道
路
通
行
料
金
割
引

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免
除

○
税
制
上
の
優
遇
措
置

○
携
帯
電
話
割
引　
　
　
　
　
　
　

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
割
引
制

度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
４
（
内
線
１
１
９
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

障
害
者
を
支
え
る

　

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
等

手
帳
は
制
度
利
用
の
パ
ス
ポ
ー
ト

訪問系サービス（在宅での訪問や通所などの利用サービス）
（表）各種障害福祉サービス

日中活動系サービス（入所施設等で昼間の活動を支援するサービス）

居住系サービス（入所施設で住まいの場としてのサービス）

給 付 の 種 類 サービスの名称

介 護 給 付 居宅介護（ホームヘルプ）、重度訪問介護、行動援護、同行援護、
短期入所（ショートステイ）、重度障害者等包括支援

給 付 の 種 類 サービスの名称
介 護 給 付 療養介護、生活介護、児童デイサービス
訓 練 等 給 付 自立訓練（機能訓練・生活訓練）、就労移行支援、就労継続支援

給 付 の 種 類 サービスの名称
介 護 給 付 共同生活介護（ケアホーム）、施設入所支援
訓 練 等 給 付 共同生活援助（グループホーム）

障害者相談支援事業の
ご　案　内

　情報の提供や助言、関係機関と
の連絡調整や、障害がある人の権
利擁護のために必要な援助などを
行います。相談は無料です。

住み慣れた地域で
自立・共生の
社会を目指して
12月３日〜９日は障害者週間

身体障害者手帳

○指宿ライフサポート
　（指宿竹元病院内）
　東方7558
　☎㉔5055
　（FAX兼用）
○竹山苑
　山川福元4856-1
　☎㉟2131
　FAX㉟2845
○ハイビスカス
　新西方2860-3
　☎㉗9110
　FAX㉕4610

■相談支援事業所■ 精神障害者
保健福祉手帳

療育手帳
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生
活
へ
の
影
響

　

地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
気
候

変
動
に
よ
り
、
水
不
足
や
農
水
産

物
の
生
育
・
生
息
環
境
の
変
化
か

ら
食
料
不
足
が
深
刻
化
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
位
の
上
昇
や
高

潮
な
ど
に
よ
っ
て
浸
水
被
害
が
増

大
す
る
ほ
か
、
激
し
い
雨
脚
や
豪

雨
の
回
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
洪

水
や
土
砂
崩
れ
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

健
康
へ
の
影
響

　

私
た
ち
人
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

住
む
国
や
地
域
の
気
温
に
な
じ
ん

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

私
た
ち
の
体
は
、
急
激
な
気
温
の

変
化
へ
の
対
応
が
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
夏
の

暑
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
熱
中
症

な
ど
で
健
康
へ
の
直
接
的
な
影
響

を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
気
温
や
水
温
が
上
昇
し

た
り
、
雨
量
が
増
加
し
た
り
す
る

と
、
蚊
な
ど
が
大
量
に
発
生
し
、

活
動
の
範
囲
を
広
げ
ま
す
。
蚊
は
、

マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
を
引
き

起
こ
す
虫
が
寄
生
す
る
こ
と
も
あ

り
、
私
た
ち
の
健
康
を
害
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
は
、
人
体
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
の
で
す
。

動
植
物
へ
の
影
響

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
急
激
な
気

温
の
上
昇
や
気
候
の
変
動
は
、
生

物
が
環
境
の
変
化
に
適
応
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
の
時
間
的
な
余

裕
を
奪
っ
て
し
ま
う
た
め
、
個
体

数
の
減
少
や
絶
滅
を
引
き
起
こ
し

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん

の
生
物
が
生

息
す
る
森
林

や
藻
場
、
サ

ン
ゴ
礁
な
ど

に
も
そ
の
影

響
は
徐
々
に

忍
び
寄
っ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
そ

の
大
き
な
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
削
減
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
す
で
に
大
気
中
に
増

加
し
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２
を
適
量
に
ま

で
減
ら
す
に
は
、
長
い
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
１
０
０

年
後
、
２
０
０
年
後
を
生
き
る
私

た
ち
の
子
孫
や
動
植
物
に
快
適
な

地
球
環
境
を
残
し
て
い
く
た
め
に

は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
生
活

を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
の
こ
ま
め
な
節
電
・
節

水
に
加
え
、
ご
み
減
量
も
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
重
ね
着
で
暖
房
の
温
度
を
適
温

に
す
る

○
調
理
に
は
圧
力
鍋
や
電
子
レ
ン

ジ
を
利
用
す
る

○
食
材
に
は
輸
送
燃
料
が
少
な
く

て
す
む
地
元
産
品
を
使
う

○
家
族
一
緒
に
食
事
を
し
て
「
温

め
な
お
し
」
を
減
ら
す

○
お
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
な
ど

に
利
用
す
る

○
マ
イ
バ
ッ
グ
・
マ
イ
は
し
を
利

用
す
る

○
安
易
に
物
を
捨
て
ず
、
必
要
な

人
に
譲
る

○
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る

　

私
た
ち
が
今
で
き
る
身
近
な
取

り
組
み
で
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

地
球
を
守
ろ
う

　

地
球
温
暖
化
が
進
む
最
も
大
き
な
原
因
と
い
わ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

は
、
18
～
19
世
紀
に
か
け
て
起
こ
っ
た
産
業
革
命
を
境
に
急
激

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
約
２
０
０
年
前
、
産
業
革
命
が
始
ま
る

前
の
Ｃ
Ｏ
２
の
濃
度
は
約
２
８
０
ppm
で
し
た
が
、
現
在
で
は
３
８

３
ppm
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

地球温暖化のメカニズム 12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

　年末の最終、年始の最初のごみ収集日は次のとおりです。
　すでに配布してあるごみ出しカレンダーと変更はありま
せん。決められた収集日の時間内（６：00～８：30）に出さ
れたごみしか収集は行いませんので、しっかりと日程を確
認してください。

年末年始のごみ収集

●燃えるごみ・燃えないごみ

●資源ごみ

指　宿　地　域 山　川　地　域 開　聞　地　域
12月８日（木） 燃えないごみ 今和泉・柳田 12月27日（火） 燃えないごみ 成川・小川・岡児ヶ

水・浜児ヶ水 12月７日（水） 燃えないごみ 十町

９日（金） 燃えないごみ 指宿・魚見・池田 28日（水） 燃 え る ご み 成川・小川・岡児ヶ
水・浜児ヶ水 14日（水） 燃えないごみ 川尻・松原田

14日（水） 燃えないごみ 丹波 29日（木） 燃 え る ご み 福元・町・大山・
利永 21日（水） 燃えないごみ 仙田・上野

28日（水） 燃 え る ご み 指宿・魚見・池田 30日（金） 燃えないごみ 福元・町・大山・
利永・鰻・尾下 27日（火） 燃 え る ご み 十町・仙田・上野

29日（木） 燃 え る ご み 丹波 30日（金） 燃 え る ご み 鰻・尾下 29日（木） 燃 え る ご み 川尻・松原田

30日（金） 燃 え る ご み 今和泉・柳田 １月４日（水） 燃 え る ご み 成川・小川・岡児ヶ
水・浜児ヶ水 １月４日（水） 燃えないごみ 十町

１月４日（水） 燃 え る ご み 指宿・魚見・池田 ５日（木） 燃 え る ご み 福元・町・大山・
利永 ５日（木） 燃 え る ご み 川尻・松原田

５日（木） 燃 え る ご み 丹波 ６日（金） 燃 え る ご み 鰻・尾下 ７日（土） 燃 え る ご み 十町・仙田・上野

６日（金） 燃 え る ご み 今和泉・柳田 27日（金） 燃えないごみ 福元・町・大山・
利永・鰻・尾下 11日（水） 燃えないごみ 川尻・松原田

11日（水） 燃えないごみ 丹波 31日（火） 燃えないごみ 成川・小川・岡児ヶ
水・浜児ヶ水 　18日（水） 燃えないごみ 仙田・上野

12日（木） 燃えないごみ 今和泉・柳田

13日（金） 燃えないごみ 指宿・魚見・池田

地 区 立 会 い 収 集
すでに配布してある地域ごとのごみ出しカレンダーをご覧ください。

ステーション収集

常 設 収 集
・指宿庁舎公用車車庫　・開聞庁舎公用車車庫　■年末　12月29日（木）まで　　■年始 　１月 ４日（水）から
・山川ごみ処理場　　　　　　　　　　　　　　■年末　12月30日（金）まで　　■年始 　１月 ４日（水）から

問い合わせ先
○環境政策課生活衛生係　　　☎㉒2111（内線244）
○市清掃センター　　　　　　☎㉒3559
○広域組合頴娃ごみ処理施設　☎㊱1358

 清掃センターへの搬入（有料）
指宿地域に住む人が対象となります。
　■年末　12月30日（金）まで
　■年始　 １ 月 ４ 日（水）から
　■時間　８：30～16：30
※最終日は混雑が予想されますので、早めの搬入を
　お願いします。

 頴娃ごみ処理施設への搬入（有料）
山川・開聞地域に住む人が対象となります。
　■年末　12月31日（土）まで
　■年始　 １ 月 ４ 日（水）から
　■時間　８：30～12：00、13：00～16：30
※最終日は、午前中に搬入をお願いします。

山川・開聞ごみ処理場
　山川ごみ処理場と開聞ごみ処理場の利用は、12月30
日（金）までとなります。なお、両ごみ処理場の利用には
許可証が必要ですので、12月28日（水）までに手続きを
お願いします。

し尿くみ取り依頼について
　年末になると、し尿くみ取り作業の依頼が殺到し混雑
が予想されます。年内にくみ取り作業を依頼する人は、
12月24日（土）ごろまでに業者へ申し込んでください。
くみ取り業者営業日
　■年末　12月29日（木）まで
　■年始　 １ 月 ６ 日（金）から

（注）ごみの搬入について
○燃えるごみ・燃えないごみ・資源ごみに分別し、指定袋に入れて搬入してください。なお、生ごみなど水分の
　多いものは水切りをお願いします。
○指定ごみ袋に入れていないもの（粗大ごみは除く）や分別されていないものは、持ち帰りとなります。 

二酸化炭素の濃度は
2007年には383ppm
まで増えてしまいました。

産業革命が始まったころの
二酸化炭素の濃度は
約280ppmでした。

約200年前の地球

地球温暖化は
どんな仕組みで起こるの?

現在の地球

大気
（温室効果ガス）

大気
（温室効果ガス）

太陽からの光

熱 熱

熱を吸収 熱をもっと吸収

熱の放出 熱の放出

太陽からの光
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報
恩

謝
徳

　

映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
シ

リ
ー
ズ
全
48
作
の
主
な
ロ
ケ
地
は
、

枕
崎
市
や
霧
島
市
、
瀬
戸
内
町
な

ど
全
国
で
約
１
２
０
市
町
村
に
の

ぼ
る
と
い
い
ま
す
。

　

山
田
洋
次
監
督
は
ロ
ケ
地
選
び

に
つ
い
て
、「
単
に
町
並
み
の
美
し

さ
だ
け
で
は
な
い
」
と
前
置
き
し
、

「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
住

む
人
々
の
声
が
聞
こ
え
、
寅
さ
ん

が
そ
こ
に
い
て
も
不
思
議
で
な
い

町
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

昔
の
日
本
は
外
国
か
ら
「
子
ど

も
の
楽
園
」
と
呼
ば
れ
、
き
ら
き

ら
し
た
目
の
子
ど
も
が
朝
か
ら
晩

ま
で
町
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
今

は
そ
の
姿
が
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

社
会
が
子
育
て
に
果
た
す
役
割
も

少
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

私
が
小
さ
い
こ
ろ
、
農
繁
期
に

は
学
校
が
休
み
に
な
り
、
大
人
に

交
じ
っ
て
田
植
え
や
芋
掘
り
を
手

伝
っ
た
も
の
で
す
。
社
会
の
一
員

と
し
て
自
覚
し
、
自
然
や
隣
人
に

関
心
を
持
ち
、
人
と
人
が
つ
な
が

っ
て
社
会
を
つ
く
り
、
自
分
を
育

て
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た

も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
地
域
は
学

び
の
場
で
し
た
。
私
は
こ
れ
を
「
社

会
力
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

社
会
力
は
、
目
の
前
の
社
会
に

適
応
す
る
術す

べ

で
は
な
く
、
私
た
ち

の
社
会
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め

の
力
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

今
ま
さ
し
く
地
域
人
と
し
て
大
人

の
生
き
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
た
め

に
は
、
自
分
の
子
ど
も
を
ど
う
す

る
か
よ
り
、
地
域
人
と
し
て
大
人

が
ど
う
動
く
か
が
大
事
で
す
。
地

域
や
家
庭
で
何
が
で
き
る
か
。
で

き
る
こ
と
を
、
で
き
る
部
分
か
ら
、

で
き
る
形
で
始
め
な
い
と
、
寅
さ

ん
の
ロ
ケ
地
に
は
な
り
え
な
い
で

し
ょ
う
。

　

山
田
洋
次
監
督
の
言
葉
に
、
地

域
社
会
の
役
割
を
考
え
た
い
も
の

で
す
。

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男

映
画「
男
は
つ
ら
い
よ
」に
み
る

　
　
　
　
　
　  

地
域
の
風
景

魚見校区民による芋掘り
（11月13日）

　

西
多
羅
ヶ
迫
遺
跡
で
は
、
縄
文

時
代
の
地
層
の
下
に
、
旧
石
器
時

代
の
道
具
が
出
土
す
る
地
層
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
旧
石
器
時
代
は
、

約
３
万
年
か
ら
１
万
３
千
年
前
ま

で
で
、
ま
だ
土
器
や
米
作
り
を
知

ら
な
か
っ
た
人
た
ち
が
暮
ら
し
て

い
た
時
代
で
す
。

　

旧
石
器
人
の
狩
り
の
獲
物
は
、

体
長
２
ｍ
を
超
え
る
ナ
ウ
マ
ン
ゾ

ウ
や
角
の
大
き
い
ニ
ホ
ン
ム
カ
シ

シ
カ
な
ど
で
す
。
旧
石
器
人
は
、

こ
の
大
き
な
獲
物
を
捕
ま
え
る
た

め
に
、
白
色
の
溶
結
凝
灰
岩
を
使

っ
て
石い

し
や
り槍
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

西
多
羅
ヶ
迫
遺
跡
か
ら
は
、
石

槍
を
作
る
作
業
場
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
拳
２
つ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ

の
石
核
（
石
材
）
を
丸
い
石
で
た

た
い
て
、
石
槍
の
材
料
と
な
る
剥は

く

片へ
ん

を
何
枚
も
剥
離
し
て
い
ま
す
。

　

西
多
羅
ヶ
迫
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
遺
物
の
整
理
作
業
の
結
果
、
石

槍
や
剥
片
、
石
核
な
ど
が
パ
ズ
ル

の
よ
う
に
接
合
さ
れ
、
当
時
の
作

り
方
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
接
合
し
た
石
槍
な

ど
か
ら
、
約
２
万
年
前
の
旧
石
器

人
の
技
術
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

山
川
港
周
辺
の
民
家
の
庭
先
に
、

高
さ
や
胴
回
り
が
１
ｍ
は
あ
ろ
う

か
と
い
う
大
き
な
壺
を
見
掛
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
壺
は
、

か
つ
て
山
川
漬
を
作
る
際
に
使
わ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

中
世
の
こ
ろ
か
ら
国
際
貿
易
港

と
し
て
栄
え
た
山
川
港
に
は
多
く

の
唐
商
人
が
訪
れ
、
港
近
く
に
は

唐
人
町
と
呼
ば
れ
た
滞
在
地
が
あ

り
ま
し
た
。
山
川
漬
が
「
唐か
ら
つ
け漬

」

と
呼
ば
れ
る
の
は
、
漬
け
込
み
に

中
国
製
の
壺
を
使
っ
た
か
ら
だ
と

も
い
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
製
法
は
独
特
で
、
繊
維
が

多
く
歯
ご
た
え
の
い
い
練
馬
大
根

を
泥
付
き
の
ま
ま
１
カ
月
ほ
ど
干

し
ま
す
。
泥
付
き
の
ま
ま
干
す
の

は
、
大
根
の
表
面
が
傷
む
の
を
防

ぐ
た
め
で
、
乾
燥
度
約
90
％
、
ネ

ク
タ
イ
の
よ
う
に
結
べ
る
程
度
に

し
な
び
た
ら
、
海
水
入
り
の
木
臼

に
入
れ
、
き
ね
で
つ
き
ま
す
。
こ

う
す
る
こ
と
で
泥
が
落
ち
、
柔
ら

か
く
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
海

水
で
洗
う
と
ま
ろ
や
か
な
味
に
仕

上
が
る
と
い
い
ま
す
。
乾
燥
後
、

塩
を
ま
ぶ
し
て
き
ね
で
つ
い
て
な

じ
ま
せ
、
底
に
す
の
こ
を
敷
い
た

壺
に
す
き
間
な
く
詰
め
込
み
ま
す
。

重
し
を
せ
ず
に
密
閉
し
て
数
カ
月

間
熟
成
さ
せ
る
と
、
独
特
の
風
味

と
甘
み
を
持
つ
香
ば
し
い
山
川
漬

が
出
来
上
が
り
ま
す
。

西に
し
た
ら
が
さ
こ

多
羅
ヶ
迫
遺
跡（
そ
の
②
）

石
器
の
製
作
場
と

 

特
産
品
を
生
み
出
す
大

つ
ぼ

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
67

山
川
漬
用
の
大
壺

山川漬製造に使われていた壺

石槍の作り方が分かる接合

中
国
の
教
育

　

中
国
で
は
、
国
内
で
統
一
的
な

教
育
制
度
を
定
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
各
地
方
の
経
済
や
社
会
、

文
化
的
状
況
が
大
き
く
異
な
る
こ

と
か
ら
、
入
学
年
齢
や
修
学
年
限

な
ど
は
中
国
国
内
の
地
域
に
よ
っ

て
、
あ
る
程
度
弾
力
的
に
設
定
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

胶
南
市
の
教
育

　

中
国
で
も
、
日
本
と
同
じ
義
務

教
育
制
度
が
導
入
さ
れ
、
基
本
的

に
は
６
歳
で
小
学
校
に
入
学
し
ま

す
。
胶
南
市
で
は
、
小
学
校
６
年

間
、
中
学
校
３
年
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
他
市
に
よ
っ
て

は
小
学
校
５
年
間
、
中
学
校
４
年

間
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

胶
南
市
に
は
小
学
校
75
校
、
中

学
校
26
校
が
あ
り
、
小
学
生
の
数

は
約
５
万
１
千
人
と
指
宿
市
の
人

口
以
上
の
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

胶
南
市
の
進
学
状
況

　

胶
南
市
に
お
け
る
中
学
卒
業
後

の
進
学
先
と
し
て
は
、
高
等
学
校

や
職
業
技
術
教
育
を
行
う
専
門
学

校
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
胶
南
市
の

高
校
進
学
率
は
68
・
36
％
で
、
中

国
全
体
で
は
40
％
強
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
か
な
り
高
い
進
学
率
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
胶
南
市
が
進
め
て
い

る
企
業
誘
致
施
策
に
も
合
致
し
て

い
ま
す
。
胶
南
市
は
積
極
的
に
海

外
企
業
を
誘
致
し
て
お
り
、
約
２

０
０
社
の
外
資
系
企
業
が
進
出
し

て
い
ま
す
。

　

「
胶
南
を
基
盤
に
、
青ち

ん
た
お島
、
全

国
へ
向
か
っ

て
出
掛
け
よ

う
」
と
い
う

教
育
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、

職
業
教
育
や

就
職
あ
っ
せ

ん
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
結

果
、
専
門
学

校
生
の
９
割
が
就
職
し
て
い
ま
す
。

進
出
し
た
企
業
は
、
地
元
で
技
能

を
持
つ
若
者
を
多
数
必
要
と
す
る

た
め
、
胶
南
市
で
は
子
ど
も
た
ち

の
高
い
進
学
率
と
職
業
教
育
の
充

実
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
総
合
調
整
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

　

南
薩
地
方
は
古
来
、
南
島
文
化

の
窓
口
で
し
た
。
市
内
に
あ
る
縄

文
～
古
墳
時
代
の
各
遺
跡
か
ら
は
、

南
島
と
の
交
流
を
物
語
る
品
々
が

数
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
代
～
中
世
に
か
け
て

は
、
須
恵
器
や
貿
易
陶
磁
器
な
ど
、

本
州
や
大
陸
と
の
交
流
を
示
唆
す

る
遺
物
が
多
数
見
ら
れ
、
近
世
で

は
山
川
港
が
琉
球
貿
易
の
窓
口
と

な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
物
が
も
た

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
海
を
渡

っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
考
古
資
料

を
取
り
上
げ
、
古
代
交
流
史
の
実

態
を
探
り
ま
す
。
中
世
～
近
世
に

お
け
る
山
川
港
を
中
心
と
し
た
海

に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
ひ
も
解
き
、

海
上
の
道
が
長
き
に
わ
た
り
指
宿

地
方
の
歴
史
に
関
わ
っ
て
き
た
こ

と
を
紹
介
し
ま
す
。

■
期
間　

12
月
23
日（
金
）～
平
成

24
年
３
月
25
日（
日
）

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ

■
入
場
料　

高
校
生
以
上
２
０
０

円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円

は
し
む
れ
日
曜
講
座

○
指
宿
の
古
代
交
流
史
１
（
仮
題
）

　

２
月
19
日（
日
）

　

旧
石
器
～
平
安
時
代
の
交
流
を

ひ
も
解
き
ま
す
。

○
指
宿
の
古
代
交
流
史
２
（
仮
題
）

３
月
18
日（
日
）

　

中
世
～
近
世
の
交
流
を
ひ
も
解

き
ま
す
。

※
両
講
座
と
も
10
時
～
11
時
30
分
、

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

に
て
開
催

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

友
好
都
市
盟
約
締
結
を
進
め
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
中
国
人
観
光
客
を
多
く
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
中
国
・
胶
南
市
と
友
好
都

市
盟
約
締
結
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
友
好
都
市
盟
約
を
結
ぶ
経
緯
や
胶
南
市
の
概
要
、
産
業
と
観
光
に
つ
い

て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
胶
南
市
の
教
育
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

胶
南
市
の
教
育

指
宿
市
＝
中
国
・
胶こ

う
な
ん南
市
【
最
終
回
】

胶南職業教育センター

橋牟礼川遺跡から出土した漁業に関
係する道具（軽石製の舟の模造品や
網のおもりなど）

平
成
23
年
度 

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
企
画
展

指
宿
ま
る
ご
と
博
物
館
Ⅲ

　

「
古
代
史
海
洋
冒
険
談
」
を
開
催

関
連
イ
ベ
ン
ト
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Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき
まちの話題

　10月８日、東京都渋谷区で関東指宿会の「第37回
ふるさと指宿の集い」が開催され、約240人が集い
ました。始めに、会長の岩松章泰さん（湊上出身）
が、「出会いと健康が大切。今日は隣人に笑顔で話し
かけ、友達になってください」とあいさつ。出席し
た豊留市長も、市の近況を報告しました。懇親会で
は、指宿おはら節の合唱や関東指宿連の踊りの披露、
故郷の思い出話などで盛り上がりました。

和やかな雰囲気の会場

久 し振りの再会に笑顔
関東指宿会が開催

　10月16日、指宿港海岸の砂浜再生を願い、指宿港
海岸保全推進協議会（山下建二会長）が「第１回砂
むしカップビーチバレー大会」を旅館吟松下の海岸
で開催しました。大会には21チームが参加し、砂浜
に足を取られながらも白熱したプレーを繰り広げま
した。優勝チームの前山大雄さん（丈六）は、「楽し
くプレーできました。第１回大会で優勝できてうれ
しい。次は連覇を狙います」と喜びを語りました。

砂 浜でハッスルプレー
砂むしカップビーチバレー大会を初開催

慣れない砂浜で必死にプレー

　10月14日～16日、開聞岳を御神体とする枚聞神社のほぜ祭りが行われ、
五穀豊

ほうじょう

穣を神に感謝する多くの参拝客でにぎわいました。14日の前夜祭で
は、市青年団員らが剣之舞や南方之舞、鬼神之舞など６つを舞う神舞を奉
納しました。かがり火のたかれた境内で舞う鬼人や巫

み こ

女の姿に、観客は見
入っていました。15日には演芸、16日には稚児行列や開聞地域の小・中学
生による子ども相撲、赤ちゃんの土俵入りが行われました。子ども相撲で
は、学校対抗戦や個人戦があり、土俵際のせめぎ合いに観客らは歓声を上
げていました。また、しこ名を付けられた72人の赤ちゃんの土俵入りでは、
大人の力士に抱えられ次々に土俵入りするわが子の晴れ姿をカメラやビデ
オに納めようと、保護者らによる土俵際のせめぎ合いも繰り広げられまし
た。

豆 力士ら力強く奮闘
枚聞神社でほぜ祭り

扇を手に優雅に舞う南方之舞 息をのむ土俵際の攻防 かわいい赤ちゃんの土俵入り

かわいく着飾った稚児行列

　

観
光
客
の
移
動
手
段
に
は
、
Ｊ

Ｒ
や
バ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て

は
船
を
利
用
し
た
海
上
交
通
も
充

実
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
８
月
に
新
造
船
「
フ
ェ
リ

ー
な
ん
き
ゅ
う
」
が
就
航
し
た
山

川

−

根
占
航
路
は
、
薩
摩
半
島
（
山

川
港
）
と
大
隅
半
島
（
南
大
隅
町

根
占
港
）
を
１
日
４
往
復
運
航
し

て
い
ま
す
。
新
造
船
は
、
大
型
バ

ス
２
台
を
乗
船
で
き
る
た
め
、
大

隅
半
島
を
経
由
し
た
ツ
ア
ー
も
可

能
で
す
。

　

ま
た
、
指
宿
港
か
ら
は
高
速
船

「
ト
ッ
ピ
ー
」
を
利
用
し
て
、
屋

久
島
や
種
子
島
を
訪
れ
る
こ
と
も

で
き
、
屋
久
島
ま
で
１
時
間
15
分

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
帰
り
観
光

も
十
分
可
能
で
す
。

　

最
近
で
は
、
船
旅
を
単
な
る
移

動
手
段
で
は
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
の

一
つ
と
し
て
楽
し
む
人
も
増
え
て

い
ま
す
。

　

市
内
の
旅
行
会
社
が
企
画
し
、

指
宿
漁
協
と
共
同
で
運
航
し
て
い

る
「
い
ぶ
す
き
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」

は
、
指
宿
港
発
着
で
知
林
ヶ
島
や

長
崎
鼻
、
俣ま

た
ご
し

川
洲
な
ど
を
周
回
す

る
コ
ー
ス
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と

ひ
と
味
違
っ
た
指
宿
の
魅
力
を
味

わ
え
る
新
た
な
観
光
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
６
日
に
は
、
観
光
ク
ル
ー

ズ
船
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
が
指
宿
に

初
め
て
寄
港
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
海
上
交
通
を
上
手
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
に
と

っ
て
の
利
便
性
が
高
ま
り
、
指
宿

を
拠
点
と
し
た
広
域
の
周
遊
観
光

が
可
能
と
な
れ
ば
、
指
宿
の
旅
の

魅
力
は
今
よ
り
も
っ
と
広
が
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

船
旅
で
も
っ
と
広
が
る
指
宿
の
魅
力

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 

⑦

観
光
シ
リ
ー
ズ

　

市
で
は
、
鹿
児
島
大
学
の
社
会

貢
献
事
業
『
地
域
と
大
学
の
ロ
ー

カ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
』
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ブ
の
日
に
、
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅

前
広
場
で
絵
画
教
室
「
駅
前
美
術

館
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
駅
前
美
術
館
の
参

加
者
「
子
ど
も
絵
か
き
さ
ん
」
と

「
自
称
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
さ
ん
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
思
い
切
り
絵

描
き
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
当
日
夕
方
の
駅
前
広
場

で
は
、
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
「
イ
ブ
の
夜
に
ス
キ
焼

き
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

い
つ
も
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
１
日
を
家
族
で

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
講
座
の
内
容

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
美
術
学

科
の
先
生
や
学
生
が
、
直
接
、

絵
の
指
導
を
し
ま
す
。

■
特
典

○
参
加
者
を
は
じ
め
、
来
場
者
の

皆
さ
ん
に
、
学
生
た
ち
が
即
席

似
顔
絵
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
ペ
イ
ン
ト
ア
ー
ト
体
験

※
会
場
で
配
布
さ
れ
る
布
バ
ッ
グ

や
持
参
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
印
刷

し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を

作
り
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
24
日（
土
）９
時
～
12
時

■
場
所

　
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
前
広
場

※
雨
天
時
は
、
場
所
を
移
動
し
て

開
催
し
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の

画
板
、
画
材
（
絵
の
具
、
ク
レ

ヨ
ン
、
鉛
筆
、
筆
、
水
入
れ
な

ど
）

※
画
用
紙
と
ペ
イ
ン
ト
用
バ
ッ
グ

は
、
主
催
者
で
準
備
し
ま
す
。

■
参
加
料

３
０
０
円
（
画
用
紙
、
ペ
イ
ン

ト
用
布
バ
ッ
グ
、
保
険
料
含
む
。）

■
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
屋
外
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
の

で
、
寒
く
な
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切
日

　

12
月
16
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
総
合
調
整
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

　

鹿
児
島
大
学
地
域
貢
献
事
業
の

一
環
と
し
て
、
３
月
17
日（
土
）に

指
宿
市
民
会
館
で
鹿
児
島
大
学
と

の
合
同
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
演
奏
会
で
の
合
唱
団
員
を
募

集
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人

は
12
月
19
日（
月
）ま
で
に
、
市
長

公
室
総
合
調
整
係
へ
電
話
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ー
カ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

　
　

合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
23
年
度　
地
域
と
大
学
の
ロ
ー
カ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ーin Ibusuki

子
ど
も
　 

か
き
　
　

   
自
称
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
　
集
ま
れ
～
！

～
「
駅
前
美
術
館
」
で
絵
を
描
き
ま
せ
ん
か
～

絵
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Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　10月22日、東京都品川区の三州倶楽部で「第14回
山川鶴郷会」が開催され、約70人が集いました。今
回は江戸時代の山川港の豪商の末

ま つ え い

裔・第11代河野覚
兵衛氏が乾杯の音頭を取りました。会長の若山伸一
郎さん（町７区出身）は、「会員が少なくなっている
が、世代を超えて積極的に参加し、親睦を深めてほ
しい」とあいさつ。最後は全員で輪になって手を取
り、山川小校歌とふるさとを歌い、絆を深めました。

　10月16日、ＮＰＯチームおもてなしの主催による
第３回いぶすき音楽祭が市民会館で開催され、約800
人が訪れました。今回は、歌手の松原のぶえさんも
参加し、大いに会場を盛り上げていました。実行委
員長の南博文さん（北十町）は、「市民の皆さんにい
い音楽を聴いてもらい、いい気持ちになってもらい
たい」と話しました。また、入場料の一部は、日本
移植支援協会に寄付されました。

思い出や近況を語り合う出席者 オープニングを飾ったツマベニ少年太鼓

話 尽きない故郷の思い出 音 楽で心地良くなって
山川鶴郷会が開催 いぶすき音楽祭が開催

　10月25日、池田小で花とのふれあい授業が行われ、
５・６年生23人がフラワーアレンジメントに挑戦し
ました。児童らは、地元で生産される花や品種につ
いて講習を受けた後、準備された吸水性のスポンジ
にバラやカーネーションなど５品種の切り花をバラ
ンスよく挿し、作品を仕上げました。５年生の志水
杏吏さん（池崎）は、「形を整えるのが難しかったけ
ど、かわいくできました」と笑顔でした。

子どもたちの感性が光る

花 アレンジで感性豊かに
池田小でフラワーアレンジメント

　10月27日、県内市町村がふるさとをＰＲする「第
10回ＫＫＢふるさとＣＭ大賞」の審査会が鹿児島市
でありました。本市は、フランシスコ・ザビエル訪
日のきっかけとなったポルトガル商人のジョルジュ・
アルバレスの指宿滞在記「日本報告」を基に制作。
３位相当の鹿児島信用金庫賞を受賞しました。作品
は、年明けから40回（放映時間帯未定）、ＫＫＢ鹿児
島放送で放映されます。

本 市ＣＭが40回放映
ＫＫＢふるさとＣＭ大賞に入賞

史実に基づいて制作されたＣＭ

　10月23日、セントラルパーク指宿をメーン会場に
スパリンピック2011指宿大会が開催され、約160人
の市民らが参加しました。出場者は浴衣姿に洗面器
を持ち、海岸線のコースを思い思いのペースでラン
ニング。途中、最高10㎏の重さを引き上げるカツオ
のぼりや、浜辺で砂足湯などのアトラクションにチ
ャレンジしながらゴールを目指しました。入賞者に
は、地元特産品などの各種賞品が贈られました。

　指宿商業高校の生徒28人が、本市の特産品や生徒
開発商品などを紹介した情報誌「IBUSHOW」を発
行しました。３年生の徳留佳奈さん（町６区）は、
「取材した人の指宿への思いを記事にすることや広
告掲載依頼の営業が大変でした。この情報誌で、市
民や観光客の皆さんに指宿をもっと好きになっても
らいたいです」と話しました。情報誌は、ファミリ
ーマートやＪＲ指宿駅などで無料配布しています。

温 泉街を浴衣で熱走 指 宿をもっと好きになって
スパリンピック指宿大会が開催 指商生が情報誌を発行

レース後は体を癒やす温泉かな？ 情報誌を手に発行を喜ぶ生徒たち

まちの話題

　10月18日、市民体育祭に先立ち、市社会体育功労
者等表彰式が市役所指宿庁舎で行われました。市の
社会体育に尽力し、功績のあった人や社会体育振興
のために活動している団体、優秀な成績を収めた選
手や団体に対し、その努力をたたえ表彰するもので
す。今年も陸上競技や空手道など、各分野で活躍さ
れたスポーツ活動優秀選手26人とスポーツ活動優秀
団体の２団体が表彰されました。

表彰された受賞者の皆さん

ス ポーツを通じ社会貢献
社会体育功労者等を表彰

　10月21日、本市は姉妹都市の北海道千歳市と「災
害時等の相互応援に関する協定書」を締結しました。
これは、万一の災害発生時に必要な支援の援助や提
供を受け、応急的な相互応援を行おうとするもので
す。豊留市長は、「固い絆を大切に、まさかの災害に
備えたい」と話し、また、千歳市の山口市長は、「災
害は場所や時を選ばない。お互いに連携を取ってい
きたい」と話しました。

姉 妹都市の絆
き ず な

深める
千歳市と災害時応援協定を締結

固い握手で絆を確かめ合う両市長
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　11月２日、指宿小で３年生42人と地域の住民たち
がグラウンド・ゴルフで交流を図りました。地域が
育
はぐく

む「かごしまの教育」県民週間の取り組みとして
同校が主催。地域の人々に、児童と触れ合いを深め、
学校でゆっくりとしたひとときを過ごしてもらおう
と企画したものです。園田トヨ子さん（中福良）は、
「孫のようでかわいい。少しの時間でしたが、子ど
もたちと交流ができてよかった」と話しました。

　10月27日、山川・開聞分遣所で幼年消防フェスタ
が行われ、市内の４保育施設と南九州市の１保育園
の幼年消防クラブが親睦を深めました。園児たちは、
規律訓練や通常点検、マーチングなどを披露し、本
物の消防士に負けず劣らずのきびきびとした行動を
見せました。また、消防職員との交流も行われ、消
防劇団カッパ座の公演やはしご車との綱引き大会な
ど、楽しい１日を過ごしました。

ルールを教えてもらいながら、楽しく交流 規律訓練の成果を披露

児 童と楽しくプレー ち びっ子消防士力強く
指宿小が地域住民とふれあい交流会 幼年消防フェスタで交流

　11月３日、「今後の国際交流について」をテーマにした「国際交流シンポジウム in IBUSUKI」が山川文化
ホールで開催されました。シンポジウムは、市内フィリピン人会の皆さんによる伝統芸能の披露で幕を開け、
中国・胶

こ う な ん

南市の紹介、㈱日中経済総合研究所代表取締役の方
ほ う

五
ご

二
に

氏による中国との友好都市盟約の意義につ
いての講演や、詩人・陳

ち ん よ う

躍氏による鹿児島出身の妻や中国・日本の学生から分かる考え方の違いが発表され
ました。その後、この２人に元日系社会青年ボランティア隊員の福永みゆき氏（前原下出身）と豊留市長を
加え、鹿児島大学留学生センター教授の小林基起氏をコーディネーターとしたパネルディスカッションが行
われ、「食と健康のまち指宿の強みを活

い

かした海外交流の可能性」をテーマにさまざまな意見を交わしました。
　また、シンポジウムの前には、国際交流ワークショップとして、市民が参加したフィリピン料理作りやク
リスマスの飾り作りも行われました。

外 国の文化や考え学ぶ
国際交流シンポジウムを開催

パネルディスカッションの様子 クリスマスの飾り作り

フィリピン人会による伝統芸能

フィリピン料理作り

　11月３日、岩本漁村センターで指宿漁業協同組合
（川畑三郎組合長）が、魚の美

お い

味しさをもっと知っ
てもらおうと地域特産魚の紹介や試食会を開催しま
した。地産地消、販路拡大を目的に、観光・ホテル
関係者らを招待し約70人が出席。試食会では、組合
所属の漁船が水揚げしたホタ（アオダイ）やタカエ
ビ、マグロを食材に使い、刺身やタカエビのすり身
揚げなどの料理12品が振る舞われました。

　10月29日、東京都品川区のニューオータニイン大
崎で「第23回関東かいもん会」が開催され、約50人
が集いました。懇親会では、「北国の春」の歌詞を鹿
児島風にアレンジした「鹿児島の四季」を全員で合
唱。故郷に対する想いを募らせました。会長の田中
武之さん（鎮守出身）は、「年１回集まって、故郷の
ことを語り合えるのはうれしいこと」とあいさつ。
参加者の懐かしい開聞弁が会場を包みました。

ホ タ使った料理に舌鼓 故 郷への想
お も

いを替え歌に
地域特産の魚を紹介 関東かいもん会が開催

漁協婦人部が腕を振るった料理を堪能 多彩な催しが繰り広げられる会場

まちの話題

　10月29日、時遊館ＣＯＣＣＯはしむれでＪＡＸＡ
（宇宙航空研究開発機構）のタウンミーティングが
開催され、約150人が聴講に訪れました。ＪＡＸＡ関
係者２人が、宇宙開発のこれからや小惑星探査機「は
やぶさ」の打ち上げから帰還までを紹介し、参加者
は感心した様子で聴き入っていました。時遊館ＣＯ
ＣＣＯはしむれでは、来年２月25日（土）～28日（火）
に「はやぶさ」の帰還カプセル等を一般公開します。

熱心に説明を聴く参加者

は やぶさの偉業を学ぶ
ＪＡＸＡタウンミーティングを開催

　10月30日、第６回市民体育祭が開聞総合グラウン
ドで開催されました。当日は早朝から関係者が協議
を行い、天気予報の動向や開聞地域での初開催であ
ることなどから、実施を決定。しかし、予報に反し
雨は上がらず、途中で中止となりました。雨の中、
お遊戯を披露したみどり幼稚園の園児や1,500ｍ走・
800ｍ走に出場した選手の皆さんをはじめ、応援に
訪れた市民の皆さん、お疲れさまでした。

雨 止まず途中中止に
開聞地域で初開催の市民体育祭

雨の中、元気に踊るみどり幼稚園の園児たち
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　11月９日、徳光小学校で５・６年生を対象に、お
茶生産協会主催のお茶とのふれあい事業がありまし
た。南九州市日本茶ソムリエ会の上村亜由美さんが、
おいしいお茶の入れ方を指導した後、児童たちは実
際にお茶を入れました。６年生の鎌田莉奈さん（野
元）は、「飲んだお茶は、甘く感じておいしかった。
今日習ったことを思い出して、家族にも飲ませてあ
げたい」と笑顔でした。

おいしいお茶になっているかな

お いしいお茶入りました
児童がお茶の入れ方学ぶ

　東琴聲さん（町４区東）が11月３日、また、立山久江さん（町３区西）が11月11日に満100歳を迎え、市
と市社会福祉協議会は、２人にそれぞれ祝い金と記念品を贈り、長寿を祝いました。
　東さんは現在、グループホームさくらで元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、「苦労をしてき
ましたが、何事にもくよくよしないことと、楽しみを持つことではないでしょうか」（東さんの親族）と話し
てくれました。
　立山さんは現在、自宅で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると立山さんは、「魚をよく食べるこ
とと、身の回りのことを自分ですることでしょうか」と話してくれました。
　２人とも、いつまでも長生きしてください。

い つまでも長生きを
100歳長寿を祝う

東琴聲さん

　11月10日、東日本大震災の被災地・石巻市へ支援
物資を届ける出発式が山川農業センターで行われま
した。物資を届ける市や山川水産加工組合の職員ら
５人に豊留市長は、「指宿の心を届け、深い絆

きずな

を作っ
て来てほしい」とあいさつ。支援物資は、市農林技
術協会員らが植え付け・収穫した米やサツマイモ、
茶ぶしやカツオの腹皮などと、開聞小の児童らが作
った米200㎏と応援メッセージも運ばれました。

　11月５日・６日、山川文化ホールで沖縄・鹿児島文化交流祭（同実行委員会主催）
が開催され、延べ約1 , 1 0 0人の市民らが訪れました。初日は、国場民族伝統芸能保
存会の沖縄エイサー太鼓や奄美高校の六調踊り、奄美の島唄などのほか、市内から
は開聞龍宮太鼓や上野猿の子踊り、山川小棒踊り、利永琉球傘踊り、山川ツマベニ
少年太鼓が出演しました。翌日は、沖縄芸能連盟によるさまざまな琉球舞踊の披露
や山川港まち歩きも行われました。また、琉球芸能のルーツを探るドキュメンタリ
ー映画「江戸上り」が、九州で初めて上映されました。実行委員会会長の永田和人
さん（湊上）は、「先人たちがどんな活動をしてきたのかを知り、ふるさとを愛して
ほしい」と話しました。

キ バレと指宿の思い送る 伝 統芸能に拍手喝
か っ さ い

采
石巻市へ支援物資出発 沖縄・鹿児島文化交流祭

トラックには「キバレ石巻」の横断幕 奄美高校の島唄 四ツ竹 沖縄エイサー太鼓

上野猿の子踊り

利永琉球傘踊り

まちの話題

　11月６日、指宿商業高校で第22回指商デパートが
開催されました。会場には、家電製品や観葉植物を
はじめ、食料品や韓国物産などが所狭しと陳列。野
菜・果物コーナーは、安くて新鮮な品を買い求める
お客で次々と売り切れていきました。また、校舎中
庭には食物バザーが設けられ、お昼時ともなると、
どの店舗も長蛇の列ができるほど盛況でした。約
4,700人が来場し、およそ317万円の売り上げでした。

笑顔で接客が商売の基本ですね

体 育館は大市場
今年も大盛況の指商デパート

　11月６日、山川図書館で図書館フェスティバルが
開催されました。「宇宙を旅する」がテーマの今回は、
図書館職員らが12星座に扮

ふ ん

し、会場を星で飾り、宇
宙や小惑星探査機「はやぶさ」の話や手作りのプラ
ネタリウム鑑賞がありました。１日図書館長の大成
小６年の寺迫杏菜さん（井手前）は、「カウンター業
務はパソコンを使うので難しかった。本が好きなの
で、これからもいっぱい読みたい」と話しました。

12 星座がお出迎え
星づくしの図書館フェスティバル

12星座に扮した図書館職員ら立山久江さん
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小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰

還
カ
プ
セ
ル
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト

皆
既
月
食
を
見
よ
う
！

　

12
月
10
日（
土
）は
、
満
月
が
地

球
の
影
に
入
っ
て
、
月
の
す
べ
て

が
欠
け
て
見
え
る
皆
既
月
食
が
起

き
ま
す
。
今
回
の
皆
既
月
食
は
、

世
界
的
に
み
て
も
日
本
が
最
も
良

い
条
件
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、14
日（
水
）か
ら
15
日（
木
）

に
は
ふ
た
ご
座
流
星
群
が
、
23
日

（
金
）に
は
こ
ぐ
ま
座
流
星
群
が
そ

れ
ぞ
れ
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

友
達
や
家
族
と
、
冬
の
夜
空
を

眺
め
て
思
い
出
づ
く
り
を
し
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

12
月
10
日（
土
）20
時 

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
駐
車
場
（
雨
天
時
は
講

堂
で
冬
の
流
星
群
な
ど
の
話
し

を
し
ま
す
。）

■
内
容　

皆
既
月
食
の
見
方
と
星

空
観
察

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

１
人
２
０
０
円

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

暖
か
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

１月
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12月

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

　

今
年
度
最
後
の
講
座
は
、
鹿
児

島
国
際
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
観
賞
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

「
ピ
ア
ノ
・
声
楽
・
ギ
タ
ー
の
魅

力
を
楽
し
む
」
と
題
し
た
、
音
楽

教
員
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

　

心
地
良
い
音
楽
で
、
午
後
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
10
日（
土
）

○
開
場　

13
時　

○
開
演　

13
時
30
分

■
場
所　

鹿
児
島
国
際
大
学
８
号

館
４
階

■
演
奏
者

　

有
留
奈
都
子
氏　

（
ピ
ア
ノ
）

　

三
浦
か
お
り
氏　

（
声
楽
）

　

手
塚
洋
子
氏　
　

（
声
楽
）

　

古
川
次
男
氏　
　

（
ギ
タ
ー
）

■
対
象　

一
般

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

送
迎
バ
ス
等
の
運
行

は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

『
中
国
人
か
ら
見
た
日
本
』
＆

中
国
人
と
の
交
流
会

■
日
時　

12
月
15
日（
木
）

○
講
演
会　

13
時
45
分
～
15
時
15

分
（
受
付
13
時
15
分
～
）

○
交
流
会　

15
時
30
分
～
17
時

（
受
付
15
時
～
）

※
講
演
会
ま
た
は
、
交
流
会
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

■
会
場　

指
宿
商
業
高
校
体
育
館

■
講
師　

段だ
ん

吉き
ち
か華

氏
（
鹿
児
島
大

学
大
学
院
生
） 

■
内
容　

中
国
人
留
学
生
を
講
師

に
招
き
、
中
国
人
か
ら
見
た
日

本
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。
そ

の
後
、
日
常
会
話
を
中
心
と
し

た
語
学
研
修
を
含
め
た
交
流
会

を
行
い
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　

50
人

■
そ
の
他　

事
前
の
申
し
込
み
は

不
要

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
商
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
会

事
務
局

☎
０
８
０-

４
５
２
２-

２
９
８
７

■
期
日　

12
月
18
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合
場
所　

サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
い
ぶ
す
き

■
対
象　

中
学
生
以
上
の
健
康
な

男
女

■
出
場
条
件　

高
校
生
以
下
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
承
諾
が
必

要
■
コ
ー
ス
お
よ
び
ス
タ
ー
ト
時
間

○
10
㎞　

高
校
生
以
上
の
男
子

　
　
　
　

11
時
ス
タ
ー
ト

○
３
㎞　

女
子
お
よ
び
男
子
中
学

　
　
　

生

　
　
　
　

11
時
５
分
ス
タ
ー
ト

※
市
民
会
館
東
側
市
道
発
着

■
申
込
方
法

　

当
日
受
付　

８
時
30
分
～
９
時

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

■
そ
の
他

○
こ
の
大
会
は
県
下
一
周
駅
伝
競

走
大
会
等
の
選
手
選
考
を
兼
ね

て
い
ま
す
。

○
出
場
選
手
は
、
大
会
当
日
に
健

康
診
断
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
地
区
駅
伝
運
営
委
員
会

（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

☎
㉗
０
２
０
３

■
期
日　

12
月
18
日（
日
）

※
雨
天
決
行 

■
集
合　

９
時
ま
で
に
指
宿
庁
舎

芝
生
広
場

■
終
了　

12
時
（
予
定
）

■
距
離　

約
８
㎞

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

12
月
16
日（
金
）

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

☎
㉒
３
２
５
２

　

12
月
は
「
市
長
に
手
紙
を
出
す

月
間
」
で
す
。

　

「
豊
か
な
資
源
が
織
り
な
す
食

と
健
康
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
提
言
や
意
見
な

ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
地
区
名
を
記

入
し
、
封
書
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
な
お
、
封
筒
の
表
に
は
「
市

長
へ
の
手
紙
」
と
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日　

12
月
28
日（
水
）

送
付
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
役
所
（
市
長
公
室
秘
書

係
扱
い
）

指
宿
市
長　

豊
留
悦
男　

行

　

い
ぶ
す
き
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
会

で
は
、
南
鹿
児
島
湯
っ
た
り
船
旅

き
ば
れ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
の
委
託
を
受
け
、「
阿
多
カ
ル
デ

ラ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
自
然
体
験

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

■
期
日　

12
月
17
日（
土
）

※
雨
天
決
行
。
た
だ
し
、
フ
ェ
リ

ー
な
ん
き
ゅ
う
が
運
休
し
た
場

合
は
延
期
し
ま
す
。

■
集
合　

７
時
30
分
ま
で
に
山
川

　

−

根
占
航
路
山
川
営
業
所
１
階

待
合
室

■
募
集
人
員　

40
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

■
参
加
料　

１
，５
０
０
円
（
昼
食

代
と
し
て
）

■
内
容　

阿
多
カ
ル
デ
ラ
の
中
心

部
航
海
、
南
大
隅
ジ
オ
サ
イ
ト

巡
り
、
ハ
マ
グ
リ
養
殖
所
見
学
、

根
占
つ
ま
み
食
い
散
策　

な
ど

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

12
月
14
日（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

い
ぶ
す
き
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
会

　
（「
地
球
の
旅
」
い
ぶ
す
き
観
光

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
内
）

☎
㉖
３
９
３
９
（
月
曜
定
休
）

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

催
し

募
集

2012

2011

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
で
は
、

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
次

の
期
間
を
「
ホ
ッ
ト
ウ
イ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
期
間
」
と
し
て
、
入
浴

割
引
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

　

12
月
１
日（
木
）～
22
日（
木
）

入
浴
割
引
を
利
用
の
際
は

○
右
下
の
入
浴
割
引
券
を
切
り
取

り
、
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
大
人
・
小
人
と
も
４
０
０
円
で

入
浴
で
き
ま
す
。
本
券
１
枚
で
、

５
人
ま
で
割
引
料
金
と
な
り
ま

す
。

※
タ
オ
ル
代
は
、
別
料
金
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
他
の
割
引
料
金

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
夕
方
や
土
・
日
曜
日
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

臨
時
休
館

12
月
13
日（
火
）は
、
館
内
改
修

工
事
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

　

☎
㉓
３
９
０
０

○
観
光
課
観
光
施
設
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

砂むし会館「砂楽」
ホットウインター
サービス期間

砂むし会館「砂楽」
ホットウインター
サービス期間

砂むし会館「砂楽」
ホットウインター
サービス期間

きりとり線

砂むし会館「砂楽」

砂むし入浴割引券
ホットウインターサービス期間

○大人・小人とも400円で入浴できます。
※タオル代は別料金となります。
○本券１枚で５名様まで割引料金となります。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー・印刷不可）。

   有効期間　平成23年12月１日（木）～22日（木）
　　　　　　（臨時休館の12月13日（火）を除く）

き
り
と
り
線

 

提
案
公
募
型
補
助
事
業

A
sia! B

usiness!
C

hallenge!

講
演
会

山
川

−

根
占
航
路
利
用
促
進
企
画

阿
多
カ
ル
デ
ラ
で

自
然
体
験
ツ
ア
ー

南
日
本
10 
㎞
ロ
ー
ド
通
信

競
技
大
会
・
指
宿

地
区
長
距
離
走
大
会

晩
秋
の
指
宿
路
を

楽
し
も
う

忘
年
ウ
オ
ー
ク

市
長
に

手
紙
を
出
す
月
間
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情 報 掲 示 板 Information

　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

「
そ
ば
の
館
皆
楽
来
」
で
は
、
年

越
し
そ
ば
の
注
文
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
料
金　

一
人
前
３
５
０
円
（
つ

ゆ
付
き
）

■
注
文
方
法　

電
話
で
注
文
し
て

く
だ
さ
い
。

※
火
曜
日
は
休
館
日
の
た
め
、
注

文
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

■
受
付
時
間　

10
時
30
分
～
15
時

■
注
文
締
切
日　

12
月
25
日（
日
）

※
５
０
０
食
限
定
で
す
。

■
そ
ば
の
受
け
渡
し　

12
月
30
日

　
（
金
）・
31
日（
土
）の
13
時
～
15

時
に
現
金
引
き
換
え
で
お
渡
し

し
ま
す
。

※
配
達
は
で
き
ま
せ
ん
。

注
文
・
問
い
合
わ
せ
先

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

「
そ
ば
の
館
皆
楽
来
」

☎
㉜
２
７
２
８

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度

４
月
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。

■
募
集
学
生
の
種
類

○
教
養
学
部

　

科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学
）

　

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）

　

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
）

○
大
学
院

　

修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学
）

　

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
）

■
出
願
期
限

　

平
成
24
年
２
月
29
日（
水
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
出
願

で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

出
願
・
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

先
　

〒
８
９
２

−

８
７
９
０

鹿
児
島
市
山
下
町
14

−

50

（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ

ー
西
棟
４
階
）

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ

ー

　

☎
０
９
９-

２
３
９-

３
８
１
１

　

市
で
は
、
畜
産
・
園
芸
向
け
に

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
を
製
造
・
販

売
し
て
い
ま
す
。

■
販
売
日
時

　

12
月
10
日（
土
）・
18
日（
日
）

　

10
時
～
15
時

※
１
月
の
販
売
日
程
は
、
決
ま
り

次
第
広
報
紙
等
に
掲
載
し
ま
す
。

■
販
売
場
所　

山
川
農
業
セ
ン
タ

ー
（
旧
山
川
西
中
学
校
跡
地
）

■
販
売
価
格　

１
ℓ
当
た
り
10
円

※
容
器
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
で
き
る
だ
け
お
釣
り
が
い
ら
な

い
よ
う
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
購
入
の
条
件

○
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

○
農
場
や
家
庭
菜
園
な
ど
使
用
場

所
が
市
内
で
あ
る
こ
と

■
そ
の
他

　

畜
産
・
園
芸
向
け
の
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

い
ぶ
す
き
は
、
材
料
に
糖
蜜
を

使
用
し
て
い
る
た
め
、
黒
色
で

独
特
の
に
お
い
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
６
）

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き

12 
月
の
販
売
日
程

放
送
大
学

４
月
入
学
生

皆み

ら

く

る

楽
来
の

年
越
し
そ
ば

　

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動

は
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と

に
よ
り
、
年
末
年
始
の
交
通
事
故

防
止
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
下
で
は
10
月
中
に
15

件
・
16
人
の
交
通
死
亡
事
故
が
集

中
的
に
発
生
し
、
交
通
死
亡
事
故

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
11
月
30
日（
水
）か
ら

12
月
９
日（
金
）ま
で
「
交
通
死
亡

事
故
抑
止
緊
急
10
日
間
作
戦
」
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
期
間　

12
月
10
日（
土
）～
平
成

24
年
１
月
10
日（
火
）

■
ス
ロ
ー
ガ
ン　

年
末
年
始　

マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
で　

事
故
防
止

■
最
重
点
項
目

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

■
重
点
項
目

○
早
朝
や
夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
お

け
る
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
室
安
全
安
心
対
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

「
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
」
を

受
け
て
、
元
気
で
生
き
生
き

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
昨
年
度
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
人
を
対
象
に
、
口
腔
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
検
診
期
間　

12
月
31
日（
土
）ま

で
■
対
象
者　

県
内
に
居
住
し
、
広

域
連
合
か
ら
受
診
券
等
の
必
要

書
類
を
受
領
し
て
い
る
人

■
実
施
医
療
機
関　

最
寄
り
の
歯

科
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

※
一
部
実
施
し
て
い
な
い
歯
科
医

療
機
関
が
あ
り
ま
す
。

■
検
診
料　

無
料

■
検
診
内
容

①
問
診

②
口
腔
内
外
診
査　

　

歯
や
歯
周
組
織
等
口
腔
内
、
義

歯
の
適
合
の
状
況
検
査
な
ど

③
口
腔
機
能
診
査　

　

頰ほ
お

の
膨
ら
ま
し
検
査
・
反
復
唾だ

液
テ
ス
ト
（
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）・
咀そ

し
ゃ
く嚼

力
検
査
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局

☎
０
９
９-

２
０
６-

１
３
９
８

　

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

県
労
働
委
員
で
あ
る
、
公
益
委

員
（
弁
護
士
な
ど
）、労
働
者
委
員

（
労
働
組
合
役
員
な
ど
）、使
用
者

委
員
（
会
社
経
営
者
な
ど
）
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

労
働
者
、
事
業
主
の
ど
ち
ら
で

も
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
27
日（
火
）、
平
成

24
年
１
月
24
日（
火
）、
２
月
28

　

日（
火
）、
３
月
27
日（
火
）

　

14
時
30
分
～
17
時

※
毎
月
第
４
火
曜
日

※
受
け
付
け
は
16
時
30
分
ま
で

■
場
所　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
県
庁
15
階
）

■
相
談
事
例　

解
雇
、
雇
い
止
め
、

配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト　

な
ど

■
そ
の
他　

申
し
込
み
は
不
要

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９-

２
８
６-

３
９
４
３

FAX
０
９
９-

２
８
６-

５
６
５
３ 

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
72

人
権
週
間

　

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
日
で
あ
る
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
国
は
、

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
人

権
週
間
」、12
月
10
日
か
ら
16
日
ま

で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
と
い

う
精
神
を
十
分
に
か
み
し
め
て
、

地
域
、
職
場
、
学
校
、
家
庭
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
場
で
、
人
権
に
つ
い

て
考
え
、
話
し
合
い
、
人
権
意
識

の
高
揚
と
、
人
権
問
題
の
解
決
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
鹿
児
島
地
方
法
務
局
知

覧
支
局
で
は
、
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
家
族
間
の

問
題
や
財
産
、
差
別
、
い
じ
め
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

今
月
の
特
設
人
権
相
談
所

日
時　

12
月
８
日（
木
）　
　

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

指
宿
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

　

葉
た
ば
こ
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
「
黄
斑
え
そ
病
」
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
か
ら
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
等
の
害
虫
を
媒
介
し

て
葉
た
ば
こ
に
伝
染
す
る
も
の
で

す
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
耕
作
者
の
皆
さ
ん

は
次
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
葉
た
ば
こ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
近

接
栽
培
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

○
健
全
な
（
検
定
済
）
種
イ
モ
を

購
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
イ
モ
は
、
あ
ぜ
や
土
手
に
残
さ

な
い
よ
う
完
全
に
除
去
し
ま
し

ょ
う
。

○
土
手
の
草
払
い
等
を
行
い
、
害

虫
の
発
生
し
に
く
い
環
境
整
備

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

○
葉
た
ば
こ
農
家
と
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

　

11
月
29
日
に
開
会
し
た
平
成
23

年
第
４
回
定
例
会
の
本
会
議
の
予

定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
、
市

政
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
指
宿
庁
舎
、
山
川
文
化

ホ
ー
ル
、
開
聞
庁
舎
の
各
ロ
ビ
ー

で
は
、
議
会
の
同
時
生
中
継
を
視

聴
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
日
程
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
議
会
事
務
局

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

お
知
ら
せ

年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動

後
期
高
齢
者
の

口
腔く

う

検
診

ウ
イ
ル
ス
に
注
意
を

ジ
ャ
ガ
イ
モ
耕
作

労
働
に
関
す
る

無
料
相
談

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　地上デジタル（地デジ）放送の中継局として、指宿十
町局（魚見岳）が12月28日（水）に開局します。
　これにより、これまで魚見岳の山陰で地デジ放送が受
信できず、東京のキー局を衛生放送で視聴していた、指
宿十町・東方・大牟礼の一部難視聴地域でも、受信でき
るよう改善されます。なお、11月28日から試験的に地デ
ジの電波を発射していますので、これらの地域に住む人
は、ＵＨＦアンテナを中継局（魚見岳）に向けてチャン
ネルを調整してください。調整は、電器店に依頼するか、
各自で行ってください。ただし調整しても映らない場合
には、問い合わせ先まで連絡してください。
問い合わせ先
　市長公室広報統計係　☎㉒2111（内線127）

指宿十町局が開局します
アンテナ・チャンネルの変更を

地デジ中継局開局のお知らせ

本会議予定

12月14日（水） 一般質問

12月15日（木） 一般質問

12月16日（金） 一般質問

12月21日（水） 最終日（委員長報告、表決等）
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民
体
育
祭
は
、
雨
で
残
念

　
　
　

な
結
果
で
し
た
。
毎
年
楽

し
み
に
応
援
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
「
開
聞
」
と
い
う
こ
と
で
、

い
つ
も
以
上
に
楽
し
み
で
も
あ
り

ま
し
た
。
娘
は
１
０
０
ｍ
と
リ
レ

ー
の
選
手
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

こ
の
日
の
た
め
に
作
戦
を
立
て
、

練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
１

年
後
、
選
手
に
な
っ
た
と
き
は
、

思
い
切
り
走
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

雨
に
濡ぬ

れ
た
選
手
の
人
も
い
ま
し

た
ね
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。（
41

歳
・
と
も
り
ん
）

　
　
　

日
は
、
早
朝
か
ら
関
係
者

　
　
　

が
天
気
予
報
の
動
向
や
開

聞
地
域
で
の
初
開
催
な
ど
を
考
慮

し
、
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
天
候
が
回
復

し
な
か
っ
た
た
め
、
や
む
な
く
途

中
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
雨
に

濡
れ
な
が
ら
演
技
や
競
技
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
園
児
や
選
手
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
応
援
に
来
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

　
　
　

宿
温
泉
祭
の
ハ
ン
ヤ
踊
り

　
　
　

に
20
年
来
、
毎
年
踊
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
岐
阜
の
郡ぐ
じ
ょ
う上

お
ど
り
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

一
緒
に
踊
れ
て
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。（
62
歳
・
み
ゆ
き
）

　
　
　

上
お
ど
り
の
輪
に
、
多
く

　
　
　

の
市
民
が
加
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
踊
り
方
も
覚
え
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
　
　

月
の
ド
ク
タ
ー
に
は
、
所

　
　
　

属
病
院
名
も
記
載
し
て
ほ

し
い
。（
39
歳
・
ナ
ナ
）

　
　
　

康
教
室
の
ペ
ー
ジ
は
、
指

　
　
　

宿
医
師
会
等
か
ら
原
稿
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
所
属
病
院

名
を
記
載
し
て
い
な
い
の
は
、
不

安
や
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
、

か
か
り
付
け
医
に
相
談
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

所
属
病
院
名
は
、
指
宿
医
師
会
事

務
局
（
☎
㉔
２
９
５
３
）
で
お
答

え
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　

み
出
し
が
８
時
30
分
ま
で

　
　
　

に
収
集
所
に
出
す
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
早

過
ぎ
る
気
が
し
ま
す
。
収
集
に
も

極
端
に
遅
く
来
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
休
み
の
日
な
ど
は
ゆ
っ
く
り

と
出
す
場
合
も
あ
る
の
で
、
せ
め

て
９
時
30
分
く
ら
い
ま
で
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。（
56
歳
・
女
性
）

　
　
　

集
業
者
は
、
８
時
30
分
か

　
　
　

ら
収
集
を
開
始
し
ま
す
。

そ
の
日
に
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
ご

み
を
処
理
施
設
に
運
搬
す
る
た
め

に
決
め
ら
れ
た
時
間
で
す
。
出
さ

れ
た
ご
み
の
悪
臭
問
題
も
あ
る
こ

と
か
ら
地
域
の
公
平
性
を
考
慮
し
、

収
集
車
の
順
路
を
変
え
て
収
集
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　

本
の
県
水
産
技
術
開
発
セ

　
　
　

ン
タ
ー
近
く
に
あ
る
温
泉

施
設
は
、
こ
じ
ん
ま
り
し
て
い
ま

す
が
、
指
宿
市
街
地
と
違
い
、
肌

が
す
べ
す
べ
し
ま
す
よ
。（
63
歳
・

男
性
）

　
　
　

船
員
の
保
養
施
設
で
あ
る

　
　
　

こ
の
温
泉
は
、
15
時
か
ら

21
時
ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
料
金
は
、
大
人
が
２
５
０

円
、
小
学
生
が
１
０
０
円
（
幼
児

無
料
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

欲
の
秋
、
指
商
デ
パ
ー
ト

　
　
　

の
新
鮮
な
野
菜
で
鍋
物
を

作
り
た
い
で
す
。
元
気
が
出
る
こ

と
、
間
違
い
な
し
だ
と
思
い
ま
す
。

（
67
歳
・
か
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

　
　
　

月
６
日
に
行
わ
れ
た
指
商

　
　
　

デ
パ
ー
ト
に
は
、
今
年
も

多
く
の
市
民
ら
が
訪
れ
ま
し
た
。

指
商
生
が
開
発
し
た
商
品
は
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
好
評
販
売
中

で
す
。
指
商
デ
パ
ー
ト
で
買
い
そ

び
れ
た
人
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
詫わ

び
と
訂
正

　

広
報
紙
11
月
号
24
ペ
ー
ジ
「
湯

豊
宿
茶
屋
」
に
、
ア
コ
ウ
と
掲
載

し
た
写
真
は
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
誤

り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。
な
お
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
指
宿
に
は
ア
コ
ウ
も
植
え
て
あ

り
ま
す
。

市

当

健 郡

ご岩

食

指今

収漁

11

ガジュマル（左奥）とアコウ（右手前）

雨の中、力走する選手たち

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

◎
指
宿
図
書
館

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館

☎
㉟
3
3
0
0

◎
開
聞
図
書
室

☎
㉜
4
8
7
7

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
　体と心に起きている
さまざまな不調を和ら
げ、低下しつつある「治
そうとする力」をアッ
プさせていこうとする
「漢方」。漢方の基本、
養生生活を説明し、症
状別の心身を整える方
法や、漢方ごはんのレ
シピを紹介しています。

【内容】
　ある日、アリたちの
前に伝説の巨大あんま
んが現れた。アリたち
はプロジェクトチーム
を作って、この巨大あ
んまんを巣穴に運ぶこ
とにした。果たしてア
リたちは、無事に巨大
あんまんを巣まで運ぶ
ことができるのか？

12月の図書館カレンダー

女性のための
漢方生活レッスン
薬日本堂（監修）
主婦の友社

 図書館からのお知らせ
指宿図書館の電算化に伴う休館について 
　指宿図書館は図書館業務の電算化のため、平成
24年１月31日までの予定で休館中です。ただし、
学習室の利用と当日の新聞の閲覧は可能です。電
算化されると、館内の検索機や自宅のパソコン、
携帯電話から借りたい本の在庫状況などを調べる
ことができるようになり、今までできなかった電
話での貸出延長（他の人が予約していない場合、
貸出日から２週間以内）や予約も可能になります。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
10冊貸し出しを行います 
　山川図書館では、年末年始の休館に伴い、12月
14日（火）～28日（火）の期間、１人10冊までの貸し
出しを行います。
年末年始の休館のお知らせ
　12月29日（木）～１月３日（火）は休館となります。
この期間中に本を返却するときは、返却ポストに
入れてください。なお、開聞図書室には返却ポス
トがありませんので、開館している日に返却して
ください。

山川図書館利用券について
　指宿・山川図書館のシステム統合と個人情報保護の
観点から、山川図書館で預かっている同館利用券を本
人にお返ししています。利用券を預けている人は、引
き取りに来てください。なお、12月までに引き取られ
ない利用券は無効となります（再度登録することは可
能です）。ご協力をお願いします。

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www6.ocn.ne.jp/~s_mame/index.html　

でんせつのきょだい
あんまんをはこべ
サトシン（作）　よしながこうたく（絵）
講談社

一般図書（山川図書館） 児童図書（山川図書館）

日

行　

事　

な　

ど

1
木
人
権
教
育
講
演
会

「
砂
楽
」ホ
ッ
ト
ウ
イ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス（
～
22
日
）

2
金

3
土
い
ぶ
す
き
産
業
ま
つ
り（
～
４
日
）

指
宿
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

4
日
指
宿
養
護
学
校
学
習
発
表
会

結
い
の
つ
ど
い

5
月　
　

6
火
に
っ
ぽ
ん
丸
船
内
見
学
会

7
�
心
の
健
康
相
談

8
木
特
設
人
権
相
談
所

9
金

10
土

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
～
１
／
８
）

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

は
や
ぶ
さ
帰
還
カ
プ
セ
ル
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動（
～
１
／
10
）

11
日
指
商
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

12
月

13
火
砂
む
し
会
館「
砂
楽
」臨
時
休
館

14
�

15
木Asia! Business! Challenge! 

講
演
会

16
金

17
土
阿
多
カ
ル
デ
ラ
で
自
然
体
験
ツ
ア
ー

18
日
忘
年
ウ
オ
ー
ク

指
宿
地
区
長
距
離
走
大
会

19
月　

20
火

21
�

22
木

23
金　

天
皇
誕
生
日

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
企
画
展（
～
３
／
25
）

24
土
駅
前
美
術
館

イ
ブ
の
夜
に
ス
キ
焼
き

25
日
山
川
ふ
る
さ
と
歳
の
市

26
月

27
火

28
�
官
公
庁
仕
事
納
め

29
木

30
金

31
土 曜

※
１
／
４（
水
）市
成
人
式
・
官
公
庁
仕
事
始
め

※
１
／
６（
金
）消
防
出
初
式

12
月
の
広
報
ご
よ
み

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

…休館日

…ボランティアおはなし会（山川図書館）14：00～14：30

　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

…ふれあい映画会（山川図書館）	 14：30～15：10

…おはなし会（開聞図書室）	 11：00～11：30

　演じ手：図書室職員

12月29日（木）～１月３日（火）は年末年始の休館です。
月曜

10日

10日

17日

郡上おどりの輪に加わる市民
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指
宿
地
域

井
上　

桜お
う
り俐

※　

大
園
原　
　

薫　
友　

美

下
吹
越　

結ゆ
い

※　

下
吹
越　

幸　

広

幸　

子

又
井　
　

環な
な　

玉　

利　
　

巧　
か
お
る

上
之
原
佑ゆ
う
ま真　
五
郎
ヶ
岡　

恭　

兵

由　

佳

前
之
園
莉り

な奈　

高
野
原　

康　

介

愛　

弥

西
川　

光こ
う
よ
う陽　

湯
之
里　

慎　

也

夏　

稀

尾
辻　

輝き
よ
ら星　
大
牟
礼
東　

順　

一

朋　

子

三
原　

悠ゆ
づ
き月　

迫　

中　

和　

成

　

梢

門
原　

蒼そ

ら來
※　

中
小
路　

裕　

也

祐　

希

丸
野　

莉り

お央
※　

丈　

六　

直　

人

美　

保

荒
木　

瑠る
い
か花　

向　

吉　
　

敏　
真
由
美

下
地
頭
所
真ま

お央　

下　

里　
　

学　
美　

幸

田
代　

禮ら
い
あ亜

※　

大　

渡　

秀　

利

理　

恵

吉
鶴　

楽ら
ら
ん蘭

※　

永　

吉　

綾　

司

め
ぐ
み

山
川
地
域

藏
薗　

陽ひ
な
た太　

川　

口　
　

大　
麻　

美

谷
口　

紗さ

ら來
※　

小
川
東　
　

斉　
梨　

奈

田
畑
了り

い

な
以
奈　

高　

尾　

和　

也

美
和
子

開
聞
地
域

中
野　

玲り
ょ
う
が我　

玉　

井　

裕　

司

綾　

乃

市
外

迫
間　

海か
い
せ
い星　

湧
水
町　

友　

和

久
美
子

野
崎　

倫り

お央　

霧
島
市　

法　

宏

加
奈
子

野
崎　

真ま

お央　

霧
島
市　

法　

宏

加
奈
子

関
口　
　

月る
な　

愛
知
県

み
よ
し
市　

佳　

祐

　

舞

德
永　

遼り
ょ
う
た太　

薩　

摩

川
内
市　

有　

紀

裕　

香

指
宿
地
域

中　

村　

ヲ
チ
カ　

85　

迫　

南

上　

床　

ミ　

セ　

101　

北
十
町

永　

田　

淸　

通　

62　

湊　

南

池　

元　

キ
ク
ヱ　

98　

外
城
市

西　

村　

ナ
ミ
子　

80　

上　

西

前
之
園　

キ　

サ　

92　

柳　

田

田　

代　

能　

濟　

76　

小
牧
東

前　

原　

保　

男　

82　

上　

西

　
　

平　

ハ
ル
ヱ　

100　

下　

里

今　

村　

美
代
子　

81　

高
野
原

坂　

本　

純　

孝　

100　

宮
ヶ
浜

山　

下　

幸　

雄　

87　

狩　

集

葊　

森　
　
　

近　

63　

田
之
畑

竹　

山　

正　

吉　

80　

永　

吉

栁　

村　

壽
美
子　

81　
大
牟
礼
中

山　

野　

勇　

雄　

85　

瀬　

崎

馬　

渡　

正　

夫　

86　

岩
本
中

橋　

木　

秀　

雄　

87　

田
之
畑

林　
　
　

陽
一
郎　

68　

玉　

利

久　

保　

豊　

子　

59　

堀
切
園

德　

留　

ミ
ツ
ヱ　

81　

下　

門

下
川
床　

ミ
ツ
ヱ　

91　

宮
之
前

中　

村　

健　

吾　

53　

南
十
町

大　

山　

ト
ヨ
子　

90　

宮
ヶ
浜

山
川
地
域

外　
　
　

ハ
ツ
エ　

94　

中　

村

内　

薗　

龍　

一　

76　

岩　

下

坂　

元　

直　

家　

82　

小
川
西

大　

薗　

益　

美　

57　

森
松
東

東　
　
　

浪　

義　

89　

市
山
上

山　

本　
　
　
　
　

73　
　

寺

馬　

場　

惠
須
子　

76　
東（
岡
児
ヶ
水
）

福　

留　

ユ
キ
ヱ　

84　

谷
村
上

坂　

口　
カ
メ
マ
ツ　

102　

市
山
下

開
聞
地
域

谷　

村　
　
　

博　

79　

谷　

村

別　

府　

信　

子　

67　

川
尻
上

上　

村　

ノ
リ
子　

87　

蛭　

子

坂　

元　

ユ
キ
エ　

86　

物　

袋

坂　

下　
　
　

光　

91　
薩
摩
富
士
荘

下　

川　

フ
チ
ヱ　

94　

川
尻
西

尾　

野　

定　

治　

89　

西　

元

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

【
地　

区
】

【
氏　

名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

【
年
齢
】

【
故　
　

人
】

【
地　

区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
株
式
会
社
植
村
地
質

　
　
　
　
　
　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

篤
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

敬
称
略
）

元気いっぱいの明るい
子に育ってね♡

元気に生まれてくれて
ありがとう♪

元気にすくすく育って
ね !!

大きくなぁれ!!	いっぱ
い遊ぼうね。

わが家は四姉妹～毎日
親バカ！大好き過ぎ～

父のようにでっかい男
になれ！by父

すくすく元気に育って
ね !!

門原　蒼
そ ら

來ちゃん 下吹越　結
ゆい

ちゃん

谷口　紗
さ ら

來ちゃん

井上　桜
おう り

俐ちゃん

吉鶴　楽
らら ん

蘭ちゃん 田代　禮
らい あ

亜ちゃん 丸野　莉
り お

央ちゃん
元気いっぱい大きく育
ってね♡

濵田　亜
あ み

実ちゃん
【迫中】

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以

内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

　
　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

10 
月
31 
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

日
時　

12
月
21
日（
水
）13
時
～
15

時
30
分

場
所　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
大
研
修
室
２
（
東
棟
３
階
）

内
容

○
基
調
講
演
「
東
日
本
大
震
災
か

ら
見
え
る
課
題
と
は
…
」

講
師　

宗
片
恵
美
子
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
イ
コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙
台

代
表
理
事
）

○
事
例
報
告
「
奄
美
豪
雨
災
害
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
」

　

報
告
者　

堀
之
内
広
子
氏
（
県

こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
診

療
課
長
）

参
加
費　

無
料

定
員　

先
着
１
０
０
人

申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
託
児
利
用
を
希
望
す
る

人
は
、
12
月
13
日（
火
）ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
の
駐
車
場
を
利
用
す
る

人
は
、
当
日
受
付
で
無
料
の
手

続
き
を
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

～
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
防
災
・
復
興
・
減
災
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
推
進
課
）

☎
０
９
９-

２
２
１-

６
６
０
３

FAX
０
９
９-

２
２
１-

６
６
４
０

　

p-harm
ony@

pref.

　

kagoshim
a.lg.jp

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
を
掲
載
中

一
語
一
絵『
ハ
ッ
ピ
ー・ス
マ
イ
ル
』

作
品
紹
介　
男
女
共
同
参
画
の
巻
② 
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　荻野　尚

Doctor

がんの粒子線治療

　

粒
子
線
治
療
と
は
、
放
射
線
治
療

の
一
つ
で
す
。
現
在
、
最
も
普
及
し

て
い
る
放
射
線
治
療
は
、
リ
ニ
ア
ッ

ク
と
い
う
装
置
で
発
生
さ
せ
た
Ｘ
線

を
用
い
て
い
ま
す
。
Ｘ
線
の
体
へ
の

吸
収
は
、
表
面
に
近
い
ほ
ど
高
く
、

深
く
な
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
減
少
し
、

体
を
突
き
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
粒
子
線
は
体
内
に
照

射
し
て
も
、
表
面
近
く
で
は
あ
ま
り

吸
収
さ
れ
ま
せ
ん
。
体
内
で
次
第
に

速
度
を
落
と
し
ま
す
が
、
止
ま
る
直

前
に
一
気
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
し
、

周
囲
の
組
織
は
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

吸
収
し
ま
す
。
こ
れ
を
ブ
ラ
ッ
グ
ピ

ー
ク
と
呼
び
ま
す
。
が
ん
病
巣
が
こ

の
ピ
ー
ク
の
深
さ
に
あ
れ
ば
、
周
囲

の
正
常
組
織
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
、
放
射
線
を

効
率
良
く
病
巣
の
み
に
照
射
す
る
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
体
の
表
面

か
ら
病
巣
ま
で
の
距
離
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
ブ
ラ
ッ
グ

ピ
ー
ク
は
治
療
ご
と
に
変
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
粒
子
線
は
加
速

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
深
さ
の
調
節
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
が
ん
の
大

き
さ
も
そ
れ
ぞ

れ
違
う
の
で
、

粒
子
線
を
調
整

し
て
ピ
ー
ク
の

幅
を
広
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す

（
こ
れ
を
拡
大

ブ
ラ
ッ
グ
ピ
ー

ク
と
呼
び
ま
す
）。こ
の
よ
う
な
放
射

線
ビ
ー
ム
の
加
工
は
、
Ｘ
線
で
は
で

き
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

陽
子
線
治
療
は
、
水
素
の
原
子
核

で
あ
る
陽
子
を
光
速
の
60
～
70
％
の

速
さ
に
加
速
し
た
陽
子
線
を
治
療
に

用
い
て
い
ま
す
。
粒
子
線
（
陽
子
線
）

治
療
装
置
は
粒
子
を
加
速
す
る
た
め

の
加
速
器
や
、
患
者
さ
ん
が
寝
た
状

態
で
最
適
な
方
向
か
ら
照
射
で
き
る

回
転
ガ
ン
ト
リ
ー
（
直
径
約
10
ｍ
、

重
量
１
７
５
ｔ
）
な
ど
の
機
器
か
ら

構
成
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
非
常

に
大
き
い
装
置
で
、
日
本
に
は
ま
だ

９
施
設
、
世
界
中
で
も
40
施
設
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

粒
子
線
治
療
で
は
、
が
ん
病
巣
の

み
を
狙
っ
た
効
率
の
良
い
放
射
線
治

療
が
で
き
る
た
め
、
狙
っ
た
病
巣
へ

今
ま
で
以
上
の
大
量
の
放
射
線
を
照

射
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
結

果
、
従
来
の
放
射
線
治
療
で
は
治
癒

し
き
れ
な
か
っ
た
難
治
が
ん
に
対
し

て
も
、
治
癒
の
可
能
性
が
で
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
一
定
の
深
さ

ま
で
し
か
到
達
し
な
い
た
め
、
放
射

線
に
弱
い
臓
器
が
が
ん
に
近
接
し
て

存
在
し
て
い
て
も
、
安
全
に
治
療
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
周
囲

の
正
常
組
織
へ
の
放
射
線
量
を
減
ら

す
こ
と
が
可
能
な
た
め
、
副
作
用
が

少
な
く
、
手
術
で
は
大
き
な
リ
ス
ク

が
予
想
さ
れ
る
高
齢
者
の
が
ん
や
手

術
不
適
応
患
者
さ
ん
で
も
治
療
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
利
点
を
発
揮

す
る
に
は
、
比
較
的
早
期
の
が
ん
が

よ
い
適
応
と
な
り
ま
す
。
進
行
し
た

が
ん
は
、
原
則
的
に
は
適
応
と
な
り

ま
せ
ん
。

　

病
気
の
部
位
や
大
き
さ
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
１
回
15
～
40
分
の
治

療
を
数
回
か
ら
数
十
回
繰
り
返
し
ま

す
の
で
、
治
療
期
間
は
１
～
８
週
間

と
な
り
ま
す
。
基
本
的
に
粒
子
線
治

療
は
入
院
の
必
要
が
な
く
、
通
院
で

き
る
方
は
通
院
で
治
療
し
た
方
が
よ

い
と
思
い
ま
す
（
そ
れ
だ
け
治
療
中

の
副
作
用
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
）。

　

粒
子
線
治
療
は
、
国
か
ら
「
先
進

医
療
」
の
適
用
を
受
け
、
そ
の
技
術

料
（
約
３
０
０
万
円
）
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

調整された粒子線 拡大ブラッグピーク

深さ

非調整粒子線

Ｘ線

線
量

腫　瘍

ブラッグピーク
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